
教育委員会定例会日程 

平成２７年６月２５日 

１ 開 会 

２ 前回会議録の承認 

３ 会議録署名委員の決定

４ 報告事項

（１）小田原城天守模型等の調査研究報告（最終報告）について

（資料１ 文化財課）

５ 議事 

日程第１ 

 議案第２３号 

   小田原市就学指導委員会委員の委嘱について        （教育指導課）

６ その他

７ 閉 会 
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小田原城天守模型等の調査研究報告（最終報告）について 

小田原城天守模型等の調査研究については、天守模型等の詳細調査を実施し、資料の価

値を明確にするとともに、江戸期に存在した小田原城天守の実像を検証することを目的と

して平成２５年度・平成２６年度の２箇年にわたって調査を行った。 

その調査・研究の成果については、これまでにも平成２６年８月の厚生文教常任委員会

に中間報告を行ったほか、市民を対象として平成２６年１２月２０日に「小田原城天守模

型等調査報告会～小田原城天守模型等の調査で何がわかったか～」と題する催しにより公

開してきたところである。この度、最終報告として「小田原城天守模型等の調査研究報告

書」が完成したので、その概要を報告する。 

１ 委託先 

学校法人 神奈川大学 （神奈川大学名誉教授 西 和夫 博士の研究チーム） 

２ 委託期間

（1）平成２５年度調査 

    平成２５年６月２４日～平成２６年３月１４日 

（2）平成２６年度調査 

 平成２６年６月２３日～平成２７年３月３１日 

３ 主な調査成果の概要 

（1）小田原城天守模型３基の比較検討

小田原城天守の模型は、小田原城天守閣に展示されている「旧東京大学蔵（以下「東

大模型」という。）」と、「大久保神社蔵（以下「大久保神社模型」という。）」、そして

神奈川県立歴史博物館に展示されている「東京国立博物館蔵（以下「東博模型」とい

う。）」の３基が知られており、いずれも江戸時代に製作されたものと考えられている。      

今回それぞれの模型を調査し、比較検討を行ったものである。

小田原城天守模型３基の比較から次のことが判明した。

① ３基の模型のうち、大久保神社模型と東博模型は類似する点が多い。東大模型は

別の文脈をもつ存在であることがうかがえる。

② 模型３基の年代を確定する根拠は得られなかった。

③ 東博模型には最上階の４階に摩利支天を祀る空間の表現がなされ、その様相が初

めて明らかになった。

④ 大久保神社模型と東博模型は、高さ方向も平面方向も同じ縮尺で作られている。

小田原城三重天守引図との比較から、柱梁の架構まで実際の構造に近い形で表現さ

れている。

（2）小田原城天守最上階に祀られた摩利支天像及びその空間の存在 

小田原城天守最上階に祀られていた摩利支天像は、現在も復興天守最上階の、三層天

守の姿をした厨子の中に安置されている。この像は武士の守り本尊とされ、貞享３年

（１６８６）に小田原藩主大久保忠朝が天守に奉安したものであり、元禄１６年  

（１７０３）の大地震で天守は全焼したが、この像のみ災いを免れたので、御天守摩

利支天と呼ばれ、さらに尊崇されたといわれている。大久保神社模型と東博模型の２
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基の模型には摩利支天像を祀る空間が再現されており、この像の周りに他の天守七尊

（大日如来・阿弥陀如来・如意輪観音・弁財天女・子安地蔵・薬師如来）が安置され

ていたことなど、この調査により新たな知見を得ることができた。このため、現在経

済部観光課で進めている、天守閣耐震化工事にその成果を活かし、最上階に摩利支天

像などが祀られていた空間が復元されることとなった。

（3）類例天守模型との比較検討 

宇和島城天守模型、松江城天守模型、延岡城二重櫓模型・三重櫓模型、大洲城天守模

型の４箇所５基の類例天守模型と小田原城天守模型３基とを比較し、次のことが判明

した。

① 近世に遡る天守模型は全国的に５箇所８基で全てである。

② そのうち３基が小田原城天守模型で、屋根瓦まで表現されており、模型として優

れている。東博模型は未指定だが、大久保神社模型と東大模型が神奈川県重要文化

財（建造物）に指定されていることから、同等の価値を有する。

③ 類例調査を行った４箇所５基の天守模型はいずれも柱梁の架構を示すもので、小

田原城天守模型の東大模型のように外壁を表現したものは珍しい。

④ 大久保神社模型と東博模型のように最上階の摩利支天を祀る空間のような内部の

様子まで表現しているものは他にはなかった。

⑤ ４箇所５基の天守模型のうち、宇和島城天守模型は、縮尺１／１０で作られた精

巧な模型であり、他の模型は高さ方向や柱太さが強調されているものもあった。こ

れは模型を作る上で今でも採用される一般的な手法であり、小田原城天守模型につ

いても、その作られた意図を汲み取る必要がある。

⑥ 模型は、天守造営にあたった大工棟梁が作っている。手間・費用・時間をかけて

作っており、類例からは修理時や再建時に作ったことが確認された。

⑦ 小田原城天守模型も、再建時に作られたものだとすれば、安政元年（１８５４）・

２年（１８５５）の地震後、災害が続き、天守の修理ができず、やっと文久元年   

（１８６１）に模型を作って検討したのではないかと推測される。この時に大久保

神社模型と東博模型のいずれか、または両方が作られたと考えても矛盾しない。

（4）木造復元（復興）天守の実例調査

   いずれも国指定史跡ではないが、木造で復元（復興）された白石城復元天守、掛川

城復元天守、大洲城復元天守の３つの天守の実例調査を実施した。

４ まとめ 

小田原城の３基の天守模型や関連図面等の調査、比較検証を行ったほか、他の城の５

基の天守模型とも比較検討を行ったことにより、小田原城天守模型の重要性を改めて確

認することができた。また、天守最上階の摩利支天像等が祀られていた空間の存在が明

らかにされたことも、大きな成果の一つと言える。引き続き、小田原城天守の実像を解

明していく上での重要な資料となることが期待される。

なお、こうした成果をふまえ、既に神奈川県重要文化財（建造物）に指定されている

小田原城天守閣に展示されている２基に加え、東博模型を含む３基で改めて文化財的価

値の評価を行う必要があるものと思われる。











議案第２３号 

小田原市就学指導委員会委員の委嘱について 

 小田原市就学指導委員会委員の委嘱について、議決を求める。

  平成２７年６月２５日提出 

小田原市教育委員会 

教育長 栢沼 行雄 




